
高浜地区地域づくリアンケー ト結果について  2r5/14

令和 2年 3月 下旬に、高浜地区地域づくりのアンケートを高浜校区全域に、

5, 210人に配付して実施しました。

アンケートの回答期限は4月 17日 で、回答者は890人 (回収率17,1%)
からあり、設間の問 1～問 15を集計したアンケート結果は下記のとおりです。

アンケートの結果

1 高浜地区での暮らしについて

関 l Q 高浜地区にお住まいになられた理由をお聞かせください (複数回答)

A l位 親の代から住んでいる (352人)

2位 交通の便が良い (269人 )

3位 家族 こ親族が近くにすんでいる (201人 )

4位 生活環境が充実 (195人 )

◎親の代から、家族が住んでいるなど地縁関係が濃い地域である。

また、区画整理事業により交通の便 。生活環境面からも評価は高い。

聞2 Q 高浜地区での暮らしにどの程度満足していますか。 (単数回答)

A l位 満足している (641人 )、

2位 とても満足している (109人)

◎併せて750人 (87.7%)と 高浜地区の暮らしの満足数が高い。

問 3 Q 高浜地区での暮らしをより良くしていくために、今後どのようなこ

とに力を入れて地域づくりに取り組むことが必要と思いますか。

(複数回答)

1位 公園や河川、緑地の清掃、美化運動 (380人)

⇒高浜総合公園と市川CS周辺に缶・ブラゴミ清掃の要望

が 多 い 。

2位 ご近所による見守りや声かけ、高齢者の見守り (318人 )

⇒高齢者や小学生の見守りや声掛けの要望が多い。

3位 子どもの居場所づくり、学習支援などの健全育成 (219人 )

4位 防災訓練や要援護者に対する支援活動や防災活動 (206人 )

◎上記の要望が高い取り組みの提案も必要である。

A



2 高浜地区でのおつきあいや地域活動について、お開かせください。

問4 Q あなたは、近隣の方とどのようなおつきあいをしていますか。

(単数回答)

A l位 地域の清掃など、決まりことには参加している。(466人 )

2位 あいさつをする程度でほとんどつきあいがない (237人 )

◎参加を促がすためのイベント事業の工夫が必要である。

問 5 Q

A

Q

◎

次の高浜地区の地域行事・活動にご存じですか。また、その行事 。

活動に参加していますか。 (単数回答)

参力日している

1位 全市一斉清掃 (586人 )、

2位 秋祭り (318人 )、

3位 町別人権学習会  (168人 )

知つているが参加していない

1位 市立高浜公民館の各種講座 (430人)、

2位 年末特別警戒・防犯パ トロール (390人 )、

3位 合同防災訓練 (346人 )

知らなし,(知れば参加したい)

1位 公民館夏まつり (120人 )、

2位 合同防災訓練 (111人 )

3位 市立高浜公民館の各種講座 (94人 )、

失日つているが参加していない人や女口れば参加したい人に、参力日を促

す事業の提案が必要である。(問 4と 同じ)

聞6 Q 高浜地区の地域行事・活動に参加しない理由をお聞きします。

(複数回答)

A l位 行事 B活動の日程や場所が都合に合わない (337人 )

2位 知り合いがいないため参加しにくい (258人 )

3位 行事 B活動が行われているかしらない (216人 )

◎ 2位・ 3位の方に参加意欲の向上策が必要である。 (間 4と 同じ)



問 7 Q 次の高浜地区で活動 している団体等についてご存 じですか。

A 活動 している。 していた。

1位、自治会、 2位  PTA 3位  高浜連合こども会

忘前は知つている

1位 飾磨消防団高浜分団、 2位 高浜連合老人クラブ

3位 高浜連合 自治会

知 らない

1位 飾磨東交番 地域ふれあい会、 2位  保護士会

3位 飾磨交通安全協会婦人部高浜支部

◎ 知 らない団体のPRが必要である。

問 8 Q あなたの所帯は、自治会の各種活動に参加 していますか。

(単数回答 )

A l:参 力日している。 549人
2:参力日していない・ 3:わからない。 計 386人

◎ 少 しでも自治会活動の理解者を増やす工夫が必要である。

問 9 Q 問 8で、「2・ 3」 と回答 された、参加 してない理由は何ですか。

(複数回答 )

A l位  忙 しくて、活動に参加できないから 118人
2位  特に理由はない  74人
3位 役員をしたくないから  69人

◎ 間 8と 同様に、自治会活動の理解者を増や したい。

問 10 Q 地域ビジョンを作成することに関心がありますか。 (単数回答)

A l位  どちらでもない 378人
2位 関心がある 269人
3位 関心がない 184人

◎ 関心の有無では有るが多い。ビジョンの作成する意義はある。

問 1l Q 今後、地域活動にご協力いただけますか。 (単数回答)

A l位 今後、できることであれば参加・協力したい。 284人
2位 関心はあるが、今すぐの参加・協力は難しい。 236人
3位 すでに参加・活動している。  182人

◎ 参加・協力したい意見が多いので、参加しやすい事業の実施が必要。



間 12 Q 地域の行事・活動の情報は届いていますか。 (単数回答)

A l位  届いている。     591人 (68.0%)
2位 あまり届いていない 190人

③ 概ね届いてお り発信の継続性が必要である。

問 13 Q どのような方法なら地域情報の情報が入手しやすいですか。

(複数回答)

A  l位  回覧板、       2位  チラシ、

3位 掲示板 。ポスター、 4位 ホームページ

◎ 弓|き 続き、回覧等を実施し、ホームページの活用促進が必要。

3 最後に、あなたご自身や家族について、お関かせください。

Q あなた自身や家族についてお尋ねします。 (単数回答 )

A 性別  男 :347人    女 :498人
年齢    60ハV69歳 183人、 70ハΨ79歳 171人、 40ハツ49歳 164人

家族構成  1位 2世代 434人、 2位 夫婦のみ 235人
同居する子 ども

いる 270人、 (小学 235人、未就学 ■2人、高校 75人 )

いない 593人

住宅形態

1位 戸建住宅 659人、 2位  集合住宅 87人
◎ 回答者は、女子 a高齢者 a戸建住宅からの住民が多かった。

問 15 Q 高浜連合自治会のホームページをご存じでしたか。 (単数回答)

A YES 82人 、  N0 783人
◎ ホームページのPRと 内容充実が必要である。

まとめ

以上のアンケート結果に基づき、今後実施される高浜会議やフークション

プなどを踏まえて、高浜校区地域づくりの方策を検討してください。

(注) 1 アンケートの集計表       傷吋紙 1)

2  同  詳細集計表       (丹 吋紙 2)

3 アンケート用紙         l男 嘔紙 3)

4 アンケートの回答に未記入の項目もあり集計には算入していない。

間 14



「高浜校区地域づくり」の取り組み方策 (案 )

アンケート結果を踏まえ、高浜会議や、
1フ

ークショップなどにより地域の皆

さん方よりのご意見を踏まえて、今後の高浜校区の地域づくりの取り組み方策

を下記のとおり提案します。

【提 案】

1 地域の皆様の要望 (問 3)を踏まえた推進方策

1位 公園 。河川の清掃や美化活動の推進

・既存の事業

老人会のPC作戦

自治会が主体となる全市一斉清掃

衛生委員による粗大ゴミの協力

公園愛護者による公園管理や民間の清掃ボランティア

・拡充策

年 に 2回程度、既存の団体を参皇 しての 浜幸イ監大作戦

(仮称)を校区あげての実施絵討ぉ

特に、地域からの意見が多い、高浜総合公園の大規模清掃

をイベント化して実施 (仮称 :高浜の日:高浜美化大作戦)

参加団体 :高浜会議に集う各種団体が中心 (15団体)

2位 ご近所による見守りや声かけ、高齢者の見守り

・既存の事業

見守リスクールヘルパー (こ ども)

民生委員による家庭訪間 (高齢者)

・拡充策

こども と高 への 見守 り、声かけを 的 イこ実 流

“一声運動"(四半期毎・ 年 4回 )

・既存の団体の活用

民生委員十連合自治会十高浜分団十子ども会 等

放送設備 (エ リア機器)の効果的な活用。



3位 子どもの居場所づくり、学習支援などの健全育成

'既存の事業

小 C中学校 a各 自治会・高浜公民館・こども食堂の相互協力

・拡充策

卜言,の 蜃F‐存 田 法 との芭 堆 耳台イヒ 図 り、量体的オkヽ社濃 として

今回改修される高浜公民館の機能拡充 (設備キ講座等)に よる

健全育成の事業の推進 (地域要望の5位にも該当)

4位 防災訓練や要援護者に対する支援活動や防災活動
B既存の事業

防災謝1練や民生委員 a自 治会による要介護者への支援
。拡充策

災害時などに備えた、民生 。自治会・防犯などとの支援体勢

の機能の再構築 (高浜校区危機管理強化組織の策定)

2 活動への参加を促がすための情報発信が必要。

① 既存の、ホームページの充実と周知を図る。

② 従来型のチラシ・回覧板・掲示板に加えて、校区全域へのエリア

放送を活用しての地域イベントの周知を図る。

③ 各種イベントを有効的に発信して参加意欲の促進を図る。

3 高浜会議メンバーの連携強化事業 (再掲)

団体の枠を超えた既存事業の連携の拡充を図る。

① 9/1  敬老イベントの充実

参加者対象者の拡大 (小・中学生)

② l1/1 防災謝1練の充実

各種団体の参加促進

要介護者の事前どミ検など

③ 新規事業

O高浜総合公園一斉清掃 (高浜美化大作戦の日)

O一声運動



2/5/15

今後のスケジュール  (案)

1 高浜会議

2回予定 2年 7月 ・ 3年 2月

2 ワーキングの実施

高浜会議に、メンバーの人選 。紹介とチームの検討案をある程度示して

総会において、概ね了解を得てからフーキング活動の開始とする。

① 3チームを想定

A 公園・河川の清掃や美化活動部会 (1位 )

B 見守りや声かけ、高齢者の見守り都会  (2位 )

防災訓練や要援護者に対する支援活動や防災活動 (4位 )

C 子どもの居場所づくり、学習支援な、どの健全育成  (3位 )

高浜公民館の機能強化

② 回数 :2～ 3回

2年 7月 ～12月 の間で、2時間程度

場所は、今後検討 。調整。

③ メンパー案  (6～ 8人程度)要調整

A 連合自治会 (澤本班長)・ 自治会長 lB衛生委員・スポーン21

高浜総合公園・中学校PTA。 一般

連合自治会 (益 田班長)・ 自治会長 1・ 老人会 。民生委員

高浜分団 い防犯協会 〕一般

連合自治会 (紺野班長)。 自治会長 1・ 高浜公民館

小学校PTA・ スポーン21・ 少年補導委員・こども食堂 。一般

B

C


